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子ども向けパブリック・コメントの結果概要

意見募集期間 令和6年12月20日～令和7年1月10日
意見等の提出人数 15名（小学生：4名 中学生：9名 高校生：1名 その他：1名）概要

・まず権利がないと発想が思い浮かばなくなる。①

・子供を出産することで自分の仕事や生活の負担になるのが嫌だと感じる人が多いと思うから。
・若者の生活が安定すると、結婚や子育てがしやすくなると思った。

②

・友達にこども食堂にいっているこがたくさんいるから。③

・なによりも子供の安全が1番だと思うからです。まず、安全ではないところにそもそも人が集まる
とは思いません。安全であることは重要だと考えます。

・環境が悪かったら死んでしまう可能性や体調が悪くなるかもしれないから。

④

・もちろん年齢の高い人の意見を聞くのも大切だと思うけど、私たちがこれからの兵庫県になって
いくから、若者、子育てをする人の意見を聞くことが大切だと思う。

・子どもや子育てをする人たちの本当の気持ち、本当にしてほしいことは、本人が一番よくわかっ
ているので、本人に聞けば、本当に役立つことができると思うから。

⑤

・学校の教育内容を根本から決め直して欲しい。未選択 1
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・やっぱり人口が減ってきてしまっているから、しっかりとしていった方が良い。
・少子化を断ち切るには②に対する支援が必要だと思う。

②

・私は大丈夫でしたが、身内に入りたい保育園に入れず、その子の母が職を考えなければならない
ということがありました。そのようなことをなくして欲しいです。

③

・子育てと仕事の両立ができれば、おのずと子どもを産もう、育てようと思う人が増えると思う。
・子どもと親が一緒にすごせる時間をふやすことで、家族の幸福度を少しでも上げることができる
と思うから。

⑤

・相談が必要な子供とかのために、相談できる場所をたくさん作った方がいい。
・特別な支援が必要な子どもがそのままにされていたら、勉強などが他の子と違ったり、遅れたり
するから。

⑥

・雇用賃金、物価のバランスを図ればすべてが解決しませんか？
・教育の内容の変革が未来を変える一歩となると思います。

未選択
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